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１ はじめに 

  現在、救急活動を行う上で、傷病者の搬出のために搬送器具等を使用する

ことは必要不可欠である。傷病者の状態や環境的な要因に応じて搬送器具等

を使用する場合、体位変換や使用器具の選択、使用方法等を考慮しなければ

ならない。 

  このような救急活動を実施する上で、問題点として次のことが挙げられる。 

 ⑴ 搬送器具等の挿入時の体位変換により苦痛を招く、また容態が悪化する

ことがある。 

 ⑵ 傷病者を持ち上げて搬送器具等へ収容する場合は、マンパワーが必要で

ある。 

 ⑶ ベッドなどの柔らかい場所では、スクープストレッチャーでの挟み込み

収容が困難となる。 

 ⑷ 活動スペースのない狭隘空間では搬送器具等の使用が困難となる。 

  こうした使用制限を受ける要因を少しでも減らすために、傷病者への負担

を軽減し、迅速かつ容易に搬送器具等へ収容できる器具を考案した。 

 

２ 簡易搬送補助器具の概要について 

  傷病者を動かさずに移動する目的で、寝たままの状態の背部に布状のもの

を挿入し展張するものを作製した。（図１、写真１参照） 

 ⑴ 材質 

  ア 背部への挿入・展張を容易にするため、パラシュートクロス生地を採

用した。この生地は、パラシュートに使用される生地で、軽量かつ薄く、

引っ張りや引き裂きに非常に強く、摩擦抵抗が小さいことが特徴である。 

    この生地の特性により、荷重のかかっている身体の下へ滑り込ませて

の展張が可能になり、容易に使用することができる。 
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  イ 持ち手には、引っ張りや引き裂きに強い特殊アクリル繊維を使用した。 

   （図２、写真２参照） 

 ⑵ 寸法・重量 

   【展張時】全長 230cm、全幅 80cm、重さ約 300g 

   【携行時】専用袋に収納した状態で、縦 20cm、横 15cm、厚さ５cm（写真

３参照） 

 ⑶ 特徴 

  ア 持ち上げ時、臀部が収まるように生地に余裕を持たせている。 

    器具の中央部両側を重ねて縫いつけたことで、臀部に位置する中央部

に余裕ができ、持ち上げ時に臀部が収まるようにした。（写真４参照） 

  イ 容易に展張できるよう頭足両側に折り返し部分を設けた。 

    展張時、摩擦抵抗をより小さくするため、頭側、足側の両側に折り返

し部分を設け、パラシュートクロス生地間で滑り易い構造とした。（写

真５、６参照） 

 ⑷ 安全性 

   傷病者を持ち上げて移動する器具としての安全性を確認するため、器具

の引張強伸度試験を富山県工業技術センターで実施した。 

   試験方法は、試験片（持ち手を含んだパラシュートクロス生地）を引張

強伸度試験機に取り付け、10cm/min の速度で引っ張り、生地が破損し始め

た時点での強度を測定した。引張方向は、持ち手の取付位置からの縦方向、

横方向、斜め方向の３方向について試験を実施した。（写真７、８参照） 

   試験の結果、縦方向 66kgf、横方向 89kgf、斜め方向 99kgf の最大引張強

さがあった。 

   簡易搬送補助器具を頭側と足側で確保して使用する場合、器具の中央に

荷重がかかるため、斜め方向の引っ張りが最も強く現れる。よって、１箇

所にかかる斜め方向の引張強度 99kgf を４箇所で支えると、約 400kgf に耐

える強度になるが、実際の安全性を確立するために最大荷重の半分を使用

最大荷重として約 200kgf を最大荷重として使用することとする。 

 ⑸ 製作費 

   パラシュートクロス生地（３ｍ×２ｍ）         1,500 円 
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   持ち手（特殊アクリル繊維）を含んだ縫製加工費     9,500 円 

                            計 11,000 円  

   ※ 縫製については、より強固に作製するため縫製業者へ加工を依頼し

た。 

 

３ 使用方法（写真９～15 参照） 

 ⑴ 専用袋から取り出し、束ねた状態で、頸の後の空間に挿入する。 

 ⑵ 一人が頭部側の持ち手を確保する。 

 ⑶ もう一人が足側の持ち手を持って、足側へ引っ張り展張する。 

   ※ 生地は薄く摩擦抵抗が小さいので、荷重のかかる背部には滑り込ま

せるように展張することができる。 

 ⑷ 救助者二人で傷病者を持ち上げ、搬送器具等へ収める。 

 

４ 簡易搬送補助器具による効果 

  効果は次のとおり。 

 ⑴ 傷病者を体位変換することなく、背部に補助器具を挿入することができ

る。 

 ⑵ 布団等の柔らかい物の上でも容易に補助器具を展張できる。（写真 16

参照） 

 ⑶ 最小限の活動スペースで使用が可能な為、狭隘空間での使用制限を受け

ない。（写真 17 参照） 

 ⑷ 車内からの緊急脱出にも応用が可能である。（写真 18 参照） 

 ⑸ 展張が容易なため迅速に活動ができる。 

 ⑹ 専用袋に収納すればコンパクトになり携帯が容易である。（写真 19 参照） 

 

５ おわりに 

  今回考案した簡易搬送補助器具の使用により、傷病者に負担となる体位変

換が必要なくなるため、搬送器具等の場所による使用制限がなくなる。 

  よって、より安全・迅速に活動することで、傷病者のみならず救急隊員の

負担の軽減にも繋がるものと期待する。 

－ 20 －



図１ 簡易搬送補助器具 概要図 (パラシュートクロス生地) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 辺の一部を重ねて縫製。臀部周囲にシートの余裕ができ、持ち上げ時に収

まるようになる。 
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図２ 持ち手 (特殊アクリル繊維)  計 12 箇所 
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写真１ 簡易搬送補助器具（展張時）  写真２ 持ち手  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真３ 簡易搬送補助器具（収納時）  写真４ 臀部周囲が収まるスペース 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真５ 折り返し部分         写真６ 束ねた状態（底部に折り返

し部分） 
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写真７ 引張強伸度試験（試験機に取付）    写真８ 引張強伸度試験 

試験機が下方へ引っ張る            （破損時） 
     
使用方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真９ 束ねた状態で後頸部へ挿入   写真 10 一人が頭部側の持ち手を確

する 保する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 11 もう一人が足側へ引張り    写真 12 足側へ引張りながら徐々に展

展張する              張する 

試験機 
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写真 13 展張完了           写真 14 救助者二人で持ち上げる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 15 搬送器具等へ収容する     写真 16 布団上で使用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 17 狭隘空間で使用        写真 18 車内からの緊急脱出 
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写真 19 簡易搬送補助器具（携帯時） 
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